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論文式試験問題集［ 刑事系科目］
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［ 刑事系科目］

（ 配点： １ ０ ０ ）〔 第１ 問〕

以下の【 捜査の端緒及び経過 【 逮捕後の甲の供述要旨 【 逮捕後の乙の供述要旨】 及び【 丁の】， 】，

供述要旨】 に基づき ， 甲及び乙の罪責について， 具体的な事実を示して論じなさい（ ただし， 特別

法違反を除く 。 なお， 各供述要旨の内容は信用できるものと する。。）

【 捜査の端緒及び経過】

１ 捜査の端緒

平成１ ８ 年２ 月６ 日午後９ 時５ 分， １ １ ０ 番通報を受けたＪ 県警察本部通信司令室から管内

Ｍ警察署に Ｍ町の中央公園東側路上で男性三人のけんか そのう ち一人が負傷した模様 現，「 。 。

場に急行せよ 」 と の指令があった。。

２ 捜査の経過及び結果

( 1) 捜査の経過

ア 同日午後９ 時１ ０ 分ごろ， Ｍ警察署の警察官らがＭ町内の中央公園に臨場し たと こ ろ，

男性丙が頸部付近から大量の血を流し て公園東側路上に倒れており ， 丙のそばに二人の男

性（ 甲及び乙） が立っていた。 付近の路上に， 刃に真新しい血痕が付着したカッ ターナイ

フ（ 柄の長さ １ ５ ． ２ センチメ ート ル， 刃の長さ ８ ． ５ センチメ ート ル） が落ちていた。

カッ ターナイフの刃は柄の部分から約３ センチメ ート ル出ていた。

イ 警察官の事情聴取に対し， 甲は「 会社の寮の前で丙， 丁と けんかになり まし た。 丙に暴

力を振るわれたので公園まで逃げてき ましたが， 丙が追い掛けてきたので持っていたカッ

ターナイフで丙を切り 付けました。 また， 乙さんも同じカッ ターナイフで丙を切り 付けま

した と 述べた また 乙は 寮の前で甲が丙 丁と けんかをしていたので仲裁をしまし。」 。 ， 「 ，

た。 いったんは収まったのですが， 再びけんかを始めた上， 丙が言う こ と を聞かなかった

ので， 頭に来て甲のカッ ターナイフで丙を切り 付けました 」 と 述べた。。

ウ 警察官は， 甲と 乙が前記のよう な供述をした上， 両名の衣服に真新しい血痕の付着を認

めたので， 午後９ 時４ ０ 分， 両名を傷害の現行犯人と して逮捕し ， 現場に落ちていた前記

カッ ターナイフを差し押さえた。

( 2) 丙の死因

ア 丙は２ ８ 歳の男性で， 健康状態に全く 異常はなかった。 同日午後９ 時１ ５ 分ごろ， 救急

車が現場に到着し， 丙をＭ町内の病院に搬送したが， 同日午後１ １ 時５ ５ 分ごろ， 丙は同

病院内で死亡し た。

イ 司法解剖等の結果， 丙には， 左頸部に長さ約７ センチメ ート ルの切創があり ， 頸動脈を

損傷しているこ と ， 左上腕部に長さ約４ センチメ ート ルの切創があるこ と ， 丙の死因は前

記頸動脈損傷による失血死であるこ と 等の事実が判明した。

( 3) 捜査の結果

ア 捜査を継続し たと こ ろ， 丁の供述から ， 同人が甲に左腕をバッ ト で殴られた事実が判明

すると と もに 甲らが居住する独身寮玄関前の路上に落ちていた軟式野球用木製バッ ト 長， （

さ約８ ５ センチメ ート ル， 重さ約８ ０ ０ グラム） を発見し， 領置した。 また， 丁から 「 加

療約２ 週間を要する左上腕部打撲」 と の内容の診断書の提出を受けた。 なお， 甲も左上腕

部に軽度の打撲傷を負っていた。

イ 甲及び乙の逮捕後， 甲， 乙及び丁から供述を録取するなどして捜査を遂げたが， 丙の左

頸部及び左上腕部の各切創については， ①各切創と も ， 甲， 乙いずれの切り 付け行為によ

って生じたものか， その特定はできず， ②各切創の位置関係から みて， １ 回の切り 付け行

為によっては生じ得ないこ と が判明し た。
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【 逮捕後の甲の供述要旨】

１ 私は現在３ ０ 歳で独身である。 平成１ ５ 年４ 月にＴ 株式会社に就職し， 配送課所属のト ラ ッ

ク 運転手と して働いており ， 会社の独身寮２ 階に住んでいる。 丙は同時期に入社し た同僚で，

同じ寮の１ 階に住んでいる。 丙は私より ２ 歳年下である。 私と 丙は日ごろから仲が悪かった。

平成１ ７ 年６ 月ごろ， 私が丙の仕事ぶり に苦情を言ったと こ ろ， 丙が怒り 出してつかみ合いの

大げんかになったが， 身長１ ６ ５ センチメ ート ルの私に比べ， 丙は身長１ ８ ０ センチメ ート ル

く らいあり ， 体力的に私より 勝っていた上に， 柔道の経験があったため， 私は丙に組み伏せら

れた。 これ以外にも ， 何度かけんかをしたこ と がある。

丁も同じ寮の１ 階に住む仕事仲間で， 私より ２ 歳年下である。 丁は丙の親友であり ， 丙が私

と 仲が悪かったため， 丁も私と ほと んど口をきかなかった。 なお， 丁の身長は約１ ７ ０ センチ

メ ート ルで， 体力的に私より 勝っていたと 思う 。

２ 平成１ ８ 年２ 月６ 日午後６ 時ごろから ， Ｍ町内の飲食店で， 配送課の懇親会があった。 懇親

会が終わり かけたと き， ほろ酔い加減になった丙が私に因縁を付けてきた。 私が言い返したら

， ， 。 ，けんかになり 私は丙に顔面をこぶし で殴られ 畳の上に身体を押さえ付けられた この場は

配送課長の乙さんが仲裁に入ってく れたので， 何と か収まった。 私は乙さんに「 ひと 足先に帰

宅した方がよい 」 と 言われたので， 懇親会が終わる前に一人で帰った。。

３ 私は午後８ 時ごろタクシーで帰宅し， その後， 寮２ 階の自分の部屋でテレビを見ていたと こ

ろ， 午後９ 時前ごろになって， 丙と 丁が談笑する声が寮の前の路上から聞こえてき た。 私は丙

らの笑い声を耳にして怒り が込み上げ， 自室のベランダに飛び出して， 路上にいた丙らに対し

さっきは何で殴ったんだ 謝れ と 怒鳴り つけた すると 丙は ふざけるな 謝ってほし「 。 。」 。 ， 「 。

ければ下に降り て来い と 怒鳴り 返してきた また 丙と 一緒にいた丁も さっさ と 降り て来。」 。 ， 「

い と 大声で言い返してきた 私は謝るどころか逆に私をばかにしたよう な丙と 丁の態度を見。」 。

て， 怒り を押さえきれなく なり ， 寮１ 階まで降り て行き， 玄関前の路上に出た。 こ のと き， 私

は， 丙らは路上で騒いでいるだけで， 丙ら の方から寮２ 階の私の部屋に押し掛けてく るこ と は

ないが， 私が降り て行けば， 丙ら と けんかになるに違いないと 思っていた。 しかし ， 私は頭に

血が上っていたので， 自分を押さえるこ と ができなかった。 そし て， 丙らは凶器になるよう な

物を持っている様子はなかったが， いずれも私より 体力的に勝っていた上， 複数いたので， け

んかになれば素手ではやられてしまう と 思い， 部屋に置いてあった長さ約８ ５ センチメ ート ル

の木製バッ ト を持ち， さらに， 柄の長さ約１ ５ センチメ ート ルのカッ ターナイフをズボンのポ

ケッ ト に入れて， 部屋を出た。

４ 私は寮の玄関前の路上に降り て行ったが 案の定 丙は でかい顔するな と 罵声を浴びせ， ， 「 。」

ながら ， 私の胸ぐらをつかんだ。 私がバッ ト を左手に持ったまま， 右手で丙の胸ぐらをつかみ

返したと こ ろ 丁は この野郎 と 言いながら 横から私の肩をつかんでき た 私は丁の方に， 「 。」 ， 。

身体を向けたが， 背後から丙に羽交い締めにされ， 丁に顔面をこ ぶし で１ 回殴られた。 私は丙

の腕を振り 払ったが， 丙に加勢した丁に対し非常に腹が立ったので， 右手にバッ ト を持ち換え

て， 目の前にいた丁の肩付近を目掛けて思い切り 振り 回した。 すると ， バッ ト が丁の左腕に当

たり ， 丁は「 痛い 」 と 言いながらその場にう ずく まった。 丙は「 何するんだ 」 と 大声を上げ。 。

て私の胸ぐらをつかみ 私も丙の胸ぐらをつかみ返した そのと き 乙さんが現れ 何やって， 。 ， ，「

るんだ きちんと 話し合え と 大声で私たちをしかり つけた 私は乙さんにしから れたこ と で。 。」 。

冷静になろう と いう 気持ちになり ， 丙と 話し合う つも り で丙から 手を離し， バッ ト を路上に置

いた 丙も 分かったよ と 言って私から手を離した この様子を見て 私は 丙も乙さんの。 「 。」 。 ， ，

説得に従ってけんかをするつも り がなく なったのだと 思った。

５ その後， 丁は腕を押さえながら先に寮に戻った。 私は寮内で丙と 話し合う つも り で， 乙さん

を先頭に， 丙， 私の順番で寮の玄関に向かって歩き出した。 する と ， 丙が， 突然， 私が路上に
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置いたバッ ト を拾い 「 この野郎 」 と 怒鳴り ながら私の頭部付近を殴り 付けてきた。 と っさに， 。

よけたが， バッ ト が私の左腕に当たった。 私がその場から走って逃げたと ころ， 丙はバッ ト を

その場に放り 投げ， 私の後を走って追い掛けてきた。 私は必死で逃げたが， 寮の前から約５ ０

メ ート ル離れた中央公園東側路上で丙に追い付かれそう になった。 私は， このと き ， カッ ター

ナイフをズボンのポケッ ト に入れていたこ と を思い出し， このままでは丙にやられてしまう と

いう 気持ちと ， いったん乙さんの仲裁でけんかをやめたのに更にしつこ く 暴力を振るう 丙に対

する腹立たしさから丙を切り 付けよう と 考え， カッ ターナイフを取り 出して右手で柄を持ち，

刃を出した。 そのと き， 丙が私に追い付き ， 大声で怒鳴り ながら 背後から私の肩をつかんだの

で， 私は丙の方を振り 向き， 丙の肩付近を目掛け， カッ ターナイ フで１ 回切り 付けた。 実際に

カッ ターナイフが丙の身体のどの部分に当たったのかは分からなかったが， 丙の動きが止まっ

た。

６ 私がカッ ターナイ フを手に持って身構えながら丙の様子を見ていたと こ ろ， 丙も 私をにらみ

返してきた。 そのと き， 私たちを追い掛けてきた乙さんが「 ちゃんと 言う こ と を聞け。 分かっ

たか 」 と 丙を怒鳴り つけた。 すると ， 丙は「 偉そう に上司面するんじゃねえよ 」 と 言い返し。 。

た。 乙さんは丙のこの言葉に冷静さを失った感じで 「 何だと 」 と 怒鳴り ながら丙の胸ぐらを， 。

両手でつかんだ。 私は， 乙さんが加勢してく れたと 思って心強く 感じ ， 丙の顔面をこぶしで１

回殴り 付けた 丙は私と 乙さんに ばか野郎 二人と も死んじまえ と 怒鳴り 返してきた す。 「 。 。」 。

ると 乙さんは 俺によこ せ と 言って私が持っていたカッ ターナイフを自ら手に取り 丙を， 「 。」 ，

切り 付けた。 私はカッ ターナイフが丙の身体のどの部分に当たったのかは分からなかった。 そ

の後， 丙は私や乙さんと もみ合っていたが， しばら く すると ， 路上に倒れて動かなく なった。

そして， 気が付く と 丙の首付近から大量の血が流れ出していた。

７ その後， 私は現場に到着した警察官に傷害の現行犯人と して逮捕さ れた。

【 逮捕後の乙の供述要旨】

１ 私は現在４ ０ 歳である。 平成５ 年４ 月にＴ 株式会社に就職し， 配送課長と して約２ ０ 人のト

ラ ッ ク 運転手のまと め役をしている。 甲， 丙及び丁は配送課の部下である。 私は会社から徒歩

約１ ５ 分の所にあるマンショ ンで， 妻及び子供二人と 暮らしている。

２ 甲は少し気は短いが， まじめで仕事熱心な部下である。 他方， 丙は無断欠勤が多い上， 自分

勝手な行動が多く ， 配送課の運転手仲間から好かれていなかった。 甲と 丙は日ごろから仲が悪

， ， 。 ，く いつも口げんかをしていたし 殴り 合いのけんかをし たこ と もあった 丁は丙と 仲が良く

丙と 一緒に行動し ていた。

３ 平成１ ８ 年２ 月６ 日午後６ 時ごろから ， Ｍ町内の飲食店で， 配送課の懇親会があったが， そ

の途中で， 甲と 丙が口論を始めた。 そのう ち， 甲が丙に殴られ， 畳の上に押さえ付けられたの

で， 私は二人を引き離し， 甲を先に帰宅さ せた。 その後， 丙は普通に飲んでいる様子だった。

４ 懇親会が終了した後， 私はいったん自宅に帰り かけたが， 甲と 丙のこ と が気になったので，

甲らが住んでいる 独身寮を訪ねるこ と にし た。 午後９ 時前ごろ， タク シーで寮の前に着く と ，

路上で怒鳴り 合う 声がした。 驚いてタク シーから降り ると ， 寮玄関前の路上で， 甲が丙， 丁と

けんかをしており ， 甲が丁を木製のバッ ト で殴り 付けたり ， 甲と 丙がつかみ合いをするなどし

ていた。 私は慌てて三人に駆け寄り 「 何やってるんだ。 きちんと 話し合え 」 と 大声でしかり， 。

つけた。 すると ， 甲は手に持っていたバッ ト を路上に置いておと なし く なり ， 丙も 「 分かった

よ と 言いながら甲から 手を離したので 私は 甲と 丙がけんかをやめて話し 合う 気持ちにな。」 ， ，

ったのだと 思い， 安心した。

５ 丁は甲にバッ ト で殴られたためか， すぐに寮の部屋に戻った。 私は寮内で話合いをさせよう

と 思い， 甲と 丙を寮に行く よ う 促した。 私が先頭に立って歩きかけたと こ ろ， 丙は， 甲が路上

に置いたバッ ト を拾い 「 この野郎 」 と 怒鳴り ながら甲を１ 回殴り 付けた。 バッ ト が甲の左腕， 。
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に当たったらし く ， 甲は左腕を押さえながら逃げ出したが， 丙はバッ ト を放り 投げて甲の後を

追い掛けて行った。 私は， 話し合う と 言ったのに再び暴力を振る った丙に対する怒り を覚えな

がら ， 甲と 丙の後を追い掛け， 寮から約５ ０ メ ート ル離れた中央公園付近まで行った。 甲と 丙

は公園東側の路上でもみ合っており ， 次の瞬間， 甲は手にしていたカッ ターナイフで丙を切り

付けた。 すると ， 丙の動きが止まった。

６ 私は， わざわざ寮まで行って仲裁してやったのに， 私の言う こ と を全く 聞き入れなかった丙

の態度に腹が立つと と もに， このよう な丙に対して腹を立てる甲の気持ちも もっと もだと 思っ

た そこで 丙に対し ちゃんと 言う こと を聞け 分かったか と 怒鳴り つけたと こ ろ 丙は。 ， 「 。 。」 ，

「 偉そう に上司面するんじゃねえよ 」 と 言い返してきた。 私は丙のこの言葉に頭に来て 「 何。 ，

だと と 怒鳴り ながら丙の胸ぐらを両手でつかんだ すると 甲は丙の顔面をこぶし で１ 回殴。」 。 ，

。 ， ， 「 。 。」り 付けた しかし 丙はおと なし く なるどこ ろか 私と 甲に ばか野郎 二人と も死んじまえ

と 更に罵声を浴びせてきた。 私は完全に頭に血が上ってしまい 「 俺によこ せ 」 と 言って甲が， 。

持っていたカッ タ ーナイフを手に取り ， 目の前にいた丙の肩付近を目掛けて１ 回切り 付けた。

実際に丙の身体のどの部分にカッ ターナイ フが当たったのかは分から なかった。 その後， 丙は

私や甲と もみ合っていたが， しばら く する と 路上に倒れ， 首付近から 大量の血を流して動かな

く なった。

７ 私は， 間もなく 現場に到着した警察官に傷害の現行犯人と して逮捕された。

【 丁の供述要旨】

１ 私は現在２ ８ 歳で独身である。 平成１ ６ 年４ 月にＴ 株式会社に就職し， 配送課所属のト ラ ッ

ク 運転手と して働いている。 甲と 丙は同僚であり ， 乙さんは私たちの上司である。 今回の事件

。 ， 。で亡く なった丙と は高校時代からの親友だった 甲は職場の先輩だが ふだん付き合いはない

２ 平成１ ８ 年２ 月６ 日午後６ 時ごろから ， Ｍ町内の飲食店で， 配送課の懇親会があったが， 宴

会の途中で甲と 丙がけんかをした。 けんかの原因は分からなかったが， 乙さんが仲裁に入って

その場は収まり ， 甲は早く 帰った。

３ 懇親会が終了した後， 私と 丙はタク シーで帰宅した。 会社の独身寮の前でタク シーを降り た

と こ ろ 寮２ 階のベラ ンダから甲が顔を出し 丙に対し さっき は何で殴ったんだ 謝れ と， ， 「 。 。」

大声で文句を言ってきた。 これに対し， 丙は大声で「 ふざけるな。 謝ってほしければ下に降り

て来い 」 と 怒鳴り 返し， 私も「 さ っさと 降り て来い 」 と 言い返した。 甲と 丙は相当興奮して。 。

いたので， 甲が下に降り てく れば私たちと の間でけんかになると 思ったが， 私たちは複数いた

ので， 甲は降り ては来ないと 思っていた。 なお， 私は， 甲が降り て来ないのに， こ ちらの方か

ら甲の部屋まで押し掛けるつも り はなかった。 また， 丙も自分の方から甲の部屋に押し掛ける

こ と までは考えていなかったと 思う 。

４ と こ ろが， 間もなく ， 甲は木製のバッ ト を持って下に降り て来た。 そして， 路上に出て来る

や否や， 丙と の間でつかみ合いになった。 私は， 丙に加勢するために 「 この野郎 」 と 言いな， 。

がら横から甲の肩をつかんだ。 すると ， 甲は私の方に身体を向けた。 その甲を丙が背後から羽

交い締めにしたので， 私は甲の顔面をこぶしで１ 回殴り 付けた。 これに対し， 甲は丙の腕を振

り 払い， 持っていたバッ ト で私の左腕を１ 回殴り 付けた。 私は痛みでその場にう ずく まった。

５ そのと き， その場に来た乙さんがけんかの仲裁に入ってく れた。 甲はバッ ト を路上に置き，

丙も 分かったよ と 言いながら甲から手を放したので 私はけんかが終わったと 思った 甲「 。」 ， 。

にバッ ト で殴られた左腕が痛かったので， 私は一足早く 自分の部屋に戻ってそのまま休んでい

た。

６ その後， 甲と 丙がどのよう な経緯で再びけんかを始めたのかは知ら ない。 私は翌日病院に行

き， 加療約２ 週間を要する左上腕部打撲と の診断を受けた。
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（ 配点： １ ０ ０ ）〔 第２ 問〕

以下の事例を読んで， 後記の設問１ 及び２ に答えなさい。 なお， 各供述の内容は， 信用できるも

のと する。

【 事 例】

１ ( 1) Ｈ県Ｉ 市内を管轄する Ｉ 警察署は， 平成１ ８ 年１ 月２ ４ 日午後３ 時， 同市内にあるＡ銀行

Ｂ 支店支店長Ｗからの１ １ ０ 番通報を受け， 直ちに警察官を現場に臨場させた結果， 次の同

店従業員Ｖの供述により ， 強盗致傷事件の被害状況が判明した。

( 2) Ａ銀行Ｂ 支店従業員Ｖの供述要旨

私が店内で業務をしていた午後２ 時５ ５ 分ごろ， 突然， 刺身包丁を右手に持ち， 目出し帽

をかぶり 両手に白い軍手をはめた男が支店に入ってきました。 その男は， カウンター前にい

たお客様のＣさんに刺身包丁を突き付け 「 動く な。 動く と 殺すぞ 」 と 叫びました。 店内に， 。

はほかのお客様や支店長以下の私たち職員がいましたが 犯人は 私たちに向かって 警察， ， ，「

に通報したやつは殺す。 早く 金を出せ。 札束を用意しろ 」 と 大声で怒鳴り ました。。

私は， 日ごろＷ支店長から 「 強盗に入られたら人命第一に考え， 金を渡し なさい 」 と 言， 。

われており ， Ｗ支店長を見ると 「 早く 金を渡してやれ 」 と いう よ う に私にう なずいていた， 。

ので， と っさに， 自分の机の上にあった一万円札１ ０ ０ 枚の札束１ ８ 束をカウンター越しに

犯人に向かって投げました。 すると ， 犯人は， それを拾って， 持っていた茶色のボスト ンバ

ッ グに入れ， すぐに入口の方へ向かって逃げていきました。 そこで私は， カウンターを飛び

越え， 犯人を追い掛けて取り 押さえよう と したのですが， 途中で犯人に刺身包丁で左腕を刺

され， ひるんだすきに逃げられてしまいました。 その後， 私は， 入口から出た犯人を追った

のですが， 入口のすぐ前の路上に， 上が白・ 下がシルバーのツート ンカラーの普通乗用自動

， ， ，車がエンジンをかけっ放しで止まっており 犯人は その運転席に乗り 込むと すぐ発車して

。 ， ，銀行前の南北に走る県道を南方向に向かって全速力で逃走しました なお 車のナンバーは

０ ７ ０ ３ でした。

犯人は， 車に乗り 込む直前に携帯電話で話をしていました。 全部は聞き取れませんでした

が 「 成功したぞ。 例の場所で待っててく れ 」 と 言っているのは， はっきり と 聞き取れまし， 。

た。

犯人は， 目出し 帽をかぶっていたので， 人相も年齢も分かり ませんでした。 身長はＣさん

と ちょ う ど同じ く らいだったので， １ ７ ０ センチメ ート ルく らいで， 体格は中肉中背です。

また， 上着の両袖側面に３ 本の白線の入った紺色のジャージ上下を着ていました。

２ 同日午後３ 時２ ０ 分ごろ， Ｉ 警察署地域課のＸ 巡査及びＹ警部補は， 制服を着用し， パト カ

ーに乗車してＩ 市内Ｊ 公園前の道路において警ら中， 本署から無線により 前記強盗致傷事件の

犯人を発見せよと の指令を受け， その際， 前記１ の捜査結果の連絡を受けた。

Ｘ 巡査及びＹ警部補は， Ｊ 公園内で犯人を捜していた同日午後３ 時２ ５ 分ごろ， Ａ銀行Ｂ 支

店から南西方向に直線距離で約５ キロメ ート ル離れた同公園内に停車中の， 上が白・ 下がシル

バーのツート ンカラーで Ｉ ５ ２ ０ ち０ ７ ０ ３ のナンバープレート を付けた普通乗用自動車，「 」

を発見した。 同車運転席には， 上着の両袖側面に３ 本の白線の入った紺色ジャージ上下を着用

した３ ０ 歳く らいのスポーツ刈り の男甲が乗車していた。

， ， ， ，Ｘ 巡査及びＹ警部補が同車に近づく と 甲が運転席側窓を開けたので Ｘ 巡査は 甲に対し

運転免許証の提示を求めたと ころ， 甲は 「 免許証は家に忘れてきた 」 と 言った。 そこで， Ｘ， 。

巡査が 「 あなたの住所と 氏名は 」 と 聞いたが， 甲は何も答えなかった。 さ らに， Ｘ 巡査が，， 。

窓越しに車内を見ると 助手席上に茶色ボスト ンバッ グが置いてあるのが見えたこ と から そ， ，「

の助手席のバッ グはあなたのものですか と 質問し たと こ ろ 甲は と たんに落ち着き をなく。」 ， ，

し そわそわしながら そう ですよ と 言った Ｘ 巡査が では ちょ っと 中を拝見させて， ，「 。」 。 ，「 ，

。」 ， ，「 。 。」も らえませんか と 言ったと こ ろ 甲は 何で見せる必要なんかあるんだ 関係ないだろう
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と 怒ったよう な口調で答え， その後も Ｘ 巡査が， 再三， バッ グの中を見せてく ださ いと 要求し

たが， 言を左右にしてこれに応じず， また， なぜこのよう なと こ ろに車を止めていたのかと の

質問にも答えなかった。 なお， この間， Ｙ 警部補がＩ 警察署に応援を求めた結果， 同日午後３

時４ ０ 分ごろまでに同署から更に６ 名の警察官がその場に応援に駆けつけた。

３ 同日午後４ 時１ ０ 分ごろ， 甲は， 突然， 助手席上にあったボスト ンバッ グを左腕に抱えて持

ち， 運転席ド アを開けて降車した。 そのため， Ｘ 巡査及びＹ警部補ら 警察官合計４ 名が甲の前

に立ちはだかり 一体どこへ行く んですか と 聞いたと こ ろ 甲は おまわり に何でそんな，「 。」 ， ，「

こ と 言う 必要がある 「 どけ。 この野郎 」 などと 怒鳴り 始めた。 こ の間， Ｙ警部補は， 甲の。」， 。

横に立ち， 甲の身長が１ ７ ０ センチメ ート ル程度であるこ と ， 体格が中肉中背であるこ と を確

。 ， ， ，「 。」認した また Ｙ警部補は 甲に対して ちょ っと このバッ グを触らせても らっていいですか

と 聞いたが， それについて甲が何も答えなかったので， 甲が持っていたボスト ンバッ グを外側

から触れてみたと ころ， 札束と 考えても矛盾しない形状の物が多数入っている感触を得た。 そ

のため， Ｙ警部補は， 甲がＡ銀行Ｂ 支店における強盗致傷事件の犯人ではないかと 考え， 甲に

対して 実は さっきこの近く で銀行強盗があったんですよ あなたはその件について何かご，「 ， 。

存じですね ちょ っと 署までご同行願えませんか と 聞いたと こ ろ 甲は何も答えなかった。 ， 。」 ，

が， Ｘ 巡査は， こ のと き， 甲の顔色が変わると 同時にその耳が赤く なったのを確認した。 その

直後， 甲は， Ｘ 巡査と Ｙ警部補の間をすり 抜けるよう にして逃げよう と したので， Ｘ 巡査が，

甲の左腕を右手でつかんだと ころ， 甲は， これを振り 払う や， Ｘ 巡査の顔面を右手のこぶしで

１ 発強く 殴った そこでＹ警部補は 同日午後４ 時２ ０ 分 甲に対し お前を公務執行妨害で。 ， ， ，「

逮捕する と 言って甲を制圧しよう と したが 甲は 左腕でボスト ンバッ グを抱え込むよう に。」 ， ，

しながら ， 右腕を振り 回すなどして激しく 抵抗したため， さ らに， Ｘ 巡査及び警察官３ 名も応

援して， 警察官合計５ 名で暴れる甲の体を押さえ付けて制圧し， 甲を逮捕すると と もに， 左腕

からボスト ンバッ グを引き離した。

Ｘ 巡査が， 甲が持っていたボスト ンバッ グをみると ， 施錠はされておらず， ファ スナーを開

けると ， 中から一万円札１ ０ ０ 枚の札束１ ８ 束が発見された。 さ らに， 札束の下からは， 刃の

部分に真新しい血痕が付着した刺身包丁１ 本， 携帯電話１ 台が発見さ れたほか， レポート 用紙

に書かれたメ モ１ 枚が発見された。 このほか， 甲が乗っていた普通乗用自動車内を捜索したと

こ ろ， 助手席の下から ， 目出し帽１ 個， 白色軍手１ 双も発見された。 そこで， Ｘ 巡査は， 同日

午後４ 時３ ０ 分， 前記のと おり 発見された一万円札１ ０ ０ 枚の札束１ ８ 束， 刺身包丁１ 本， 携

帯電話１ 台， メ モ１ 枚及びこれらが入っていたボスト ンバッ グ１ 個並びに目出し帽１ 個及び白

色軍手１ 双を， 逮捕に伴って差し押さえた。

Ｘ 巡査は， 甲をＩ 警察署に連行して， 同日午後４ 時５ ０ 分， 甲をＩ 警察署刑事課長Ｚ 警部に

引致した。 引致後弁解の機会を与えたと こ ろ， 甲は， 公務執行妨害の事実について認めた。 ま

た， 同日午後８ 時ごろ， 甲は， 公務執行妨害の事実についてＺ 警部の取調べを受けた際， Ａ銀

行Ｂ 支店における 強盗致傷事件についても 自ら進んで供述を始め， 銀行強盗は自分の単独犯行

である旨の上申書をＩ 警察署長あてに提出した。

４ 同月２ ６ 日午前１ ０ 時， 甲は， 公務執行妨害の事実でＫ地方検察庁に送致され， 送致を受け

たＫ地方検察庁の担当検察官Ｐ は， 同日， 甲を勾留請求したと こ ろ， 勾留状が発付され， 執行

された。 Ｐ 検察官は， １ 月３ １ 日， 甲をＫ地方裁判所に公務執行妨害の事実により 起訴した。

この事例の２ 及び３ 記載の捜査の適法性について， 問題点を挙げ， 事実を摘示して論〔 設問１ 〕

じ なさい。

【 事例（ 続き 】）

５ Ｉ 警察署刑事課警察官らは， １ 月３ １ 日までの間， Ａ銀行Ｂ 支店における強盗致傷事件につ
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いて捜査したと こ ろ， 次の結果を得た。

( 1) メ モの記載内容

甲から押収した前記メ モの上半分には， 手書きの地図の記載がある。 地図上のＪ 公園東出

「 」 ， 「 、 」 。口付近に × 印の記載があり その下に手書きで 乙 車の中で待ってる の記載がある

， ， 。地図については 捜査の結果 Ａ銀行Ｂ 支店から Ｊ 公園までの経路を示したものと 判明した

メ モの下半分には， 手書きで「 決行は、 ２ ４ 日閉店まぎわ 「 名前がわかる物は持って行」，

かない 「 車は盗んだのを使う 「 取った金は半分ずつ分ける 」 の記載がある。」， 」，

これらの手書き 文字について筆跡鑑定を行ったと こ ろ， 甲の筆跡と 同一人の筆跡であるこ

と が判明した。

( 2) その他の捜査結果

甲から押収した前記携帯電話について， その発信履歴を捜査した結果， １ 月２ ４ 日午後３

時１ 分に， Ｉ 市内Ｍ町居住の乙（ 女性） 方に電話をしているこ と が判明し， 乙について捜査

したと こ ろ， 平成８ 年から約９ 年間， Ａ銀行Ｂ 支店に勤務していたが， 平成１ ７ 年２ 月に退

職したこ と ， 甲と は小学校の同級生であるこ と が判明した。

１ 月２ ４ 日午後３ 時２ ０ 分ごろ， Ｊ 公園東出口付近で， 白の軽乗用自動車が停止している

， ， ， 。のが目撃されているが 本件当時 乙は 白の軽乗用自動車を所有していたこ と が判明した

このほか， 甲から押収した前記刺身包丁付着の血痕を鑑定した結果， Ｖの血液型と 一致し

た。

６ Ｉ 警察署刑事課長Ｚ 警部は， ２ 月１ 日， Ｋ地方裁判所裁判官に対し て， 甲に対する強盗致傷

被疑事件について逮捕状を請求し， 同日， その発付を受けた。 甲は， Ｉ 警察署内において， 同

， 。 ， ， ，日午後４ 時３ ０ 分 前記逮捕状により 逮捕された 逮捕後 弁解の機会を与えたと こ ろ 甲は

強盗致傷の被疑事実について認めたほか， 乙と の共謀についても 認める供述をした。 同月３ 日

午前１ ０ 時， 甲は， 乙との共謀によるＡ銀行Ｂ 支店における強盗致傷の事実でＫ地方検察庁に

送致され， 同日から １ ０ 日間の勾留， 更に１ ０ 日間の勾留延長を経て， 同月２ ２ 日， 同事実に

より 起訴された。

７ Ｉ 警察署刑事課長Ｚ 警部は， その後， 甲の供述に基づき， 強盗致傷被疑事件について， 乙に

対する逮捕状及び乙方に対する捜索差押許可状を得た。 Ｉ 警察署警察官は， これに基づき， 乙

を逮捕し， 乙方を捜索した。 その結果， 乙方から ， 前記メ モの記載どおり の筆圧痕の残るレポ

ート 用紙１ 冊が発見されたので， Ｉ 警察署警察官はこれを差し押さえた。 その後， 乙は， 勾留

， ， ，を経て 甲と の共謀によるＡ銀行Ｂ 支店における強盗致傷の事実により 起訴されたが この間

一切の供述を拒んだままであった。

８ 甲は， 公判においては公訴事実をすべて認め， 有罪判決を受けた。

９ その後， 乙は， 第１ 回公判期日において， 公訴事実について， 甲と の共謀を否認した。 第２

回公判期日において， 証人と して出廷した甲は， 次のと おり の供述をした。

( 1) 乙と の関係

１ 月２ ４ 日に私がＡ銀行Ｂ 支店で行った強盗致傷は， 乙と 相談し てやり ました。

乙と 私は， 小学校時代の同級生で幼なじみです。 乙が昨年２ 月にＡ銀行Ｂ 支店を辞めたと

き， 乙から ， Ｗ支店長に嫌われ， いじめにあって辞めさせられたと 聞きました。

( 2) 乙と の相談について

乙は， ひどく Ｗを恨んでいて 「 何か仕返しをしてやり たい 」 と 言っており ， 昨年１ ２ 月， 。

，「 。 ， ，ごろには Ｂ 支店に強盗に入ってちょ う だい Ｗは意気地なしだから 包丁か何かで脅せば

すぐに金を出すはずよ 」 と 言う ので， 私もだんだんその気になってきました。。

， ， ， 。 ，昨年１ ２ 月２ ４ 日 私が乙の家に遊びに行ったと き また 強盗の話になり ました 乙は

「 会社の給料日の多い２ ５ 日の前日には， 翌日の払戻しに備えて多額の現金を準備している

はずだから ， ２ ４ 日の閉店間際に入ると いいと 思う 」 と 言ったので， そのと き， 私は 「 絶。 ，
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対にばれないなら ， やってもいいよ 」 と 答えました。。

( 3) メ モについて

， ，私が公務執行妨害で逮捕されたと き 持っていたボス ト ンバッ グの中から 出てきたメ モは

昨年１ ２ 月２ ４ 日に， 乙の家で作成したものです。

， ，乙方にあったレポート 用紙に 最初に乙がＢ 支店から Ｊ 公園東出口付近までの地図を書き

，「 ， ， ，乙は この地図のと おり に逃げて Ｊ 公園の茂みのと ころで車を乗り 捨てて 金だけ持って

公園の東出口まで来てちょ う だい そこで 私が車の中で待ってるから と 言い 公園の東。 ， 。」 ，

「 」 。 ， ， ，「 」 「 、出口付近に × 印を付けました その後 私は 乙の目の前で × 印のすぐ下に 乙

車の中で待ってる 」 と書き入れました。 地図の下に「 決行は、 ２ ４ 日閉店まぎわ 「 名前が」，

わかる物は持って行かない 「 車は盗んだのを使う 「 取った金は半分ずつ分ける 」 と 書い」， 」，

， 。 ， ，「 。」たのも 私です 乙から 先ほども 言ったよう に ２ ４ 日の閉店間際に入ると いいと 思う

と か あんたの名前が分かってしまう と すぐ私も疑われるから 自分の名前が分かるよ う，「 ， ，

なものは絶対に持っていっちゃだめよ 」 と か 「 だから ， 車も自分のを使わないで， 盗んだ。 ，

車を使ってね 」 と か言われたので， 私が書き留めたのです 「 取った金は半分ずつ分ける 」。 。

と いう のは， この日， 乙が 「 取った金は半分ずつ分けるってこ と でどう かし ら 」 と 言った， 。

ので， 私も 「 それでいいよ 」 と 答えたのですが， 乙は金に汚いと ころがあるので， 後で乙， 。

が変なこ と を言わないよう に私が乙の目の前で書き留めておいたのです。

( 4) 犯行状況

今年１ 月に入ってから ， 私は， 目出し 帽， 白色軍手， 刺身包丁を買い， インタ ーネッ ト で

他人名義の携帯電話も買いました。 そし て， 私は， １ 月２ ４ 日昼ごろ， Ｉ 市Ｎ町で白と シル

バーのツート ンカラーの普通乗用自動車を盗み， その車でＡ銀行Ｂ 支店に乗り 付け， 同日午

後３ 時ごろ 同店に押し 入り ました そし て 私は 店内にいた客に刺身包丁を突き付け 動， 。 ， ， ，「

く な。 動く と 殺すぞ 」 と 言って脅し， カウンター内にいた支店長らに 「 早く 金を出せ。 札。 ，

束を用意しろ と 大声で怒鳴って 現金１ ８ ０ ０ 万円を奪い取り 逃げる際に私を捕まえよ。」 ， ，

う と した従業員Ｖ の左腕を刺身包丁で刺してけがをさせました。

その後， 私は， 乙がメ モに書いた地図のと おり ， Ｊ 公園まで逃げて来て， 車を乗り 捨て乙

の待つ東出口付近まで逃げよう と していたと こ ろを警察官に見つかってしまったのです。

乙に対する強盗致傷被告事件の公判において， 前記メ モが， 共謀を立証するための証〔 設問２ 〕

拠と して証拠調べ請求された場合， その証拠能力について， 問題点を挙げ， 事実を摘示して論じ

なさい。


